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四
、
畏
獣
の
飛
来

お
わ
り
に

は

じ

め

に

明
中
期
の
王
世
貞
（
一
五
二
六
│
九
〇
）
は
、「
絵
画
の
力
は
五
百
年
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
神
髄
は
八
百
年
で
去
り
、
千
年
で
絶
え
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
が
⑴
、
確
か
に
絵
画
を
描
く
土
台
、
支
持
体
と
し
て
の
麻
、
絹
、
紙
な
ど
の
動
植
物
繊
維
は
、
近
代
以
前
の
保
存
方
法
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で
は
、
お
よ
そ
八
〇
〇
年
か
ら
一
〇
〇
〇
年
で
寿
命
を
迎
え
、
劣
化
・
崩
壊
し
て
絹
や
紙
と
し
て
の
体
を
な
さ
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
千
年
以
上
前
の
絵
画
は
ほ
と
ん
ど
現
存
せ
ず
、
出
土
品
や
例
外
的
に
密
封
保
存
さ
れ
た
遺
品
し
か
な
い
た
め
、
一
〇
世
紀
以

前
の
作
品
に
も
と
づ
く
絵
画
史
研
究
は
、
一
般
的
に
困
難
で
あ
る
。
中
国
絵
画
史
に
お
い
て
も
、
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』（
唐
代
、

九
世
紀
初
頭
成
立
）
に
記
述
さ
れ
る
、
漢
代
、
魏
晋
南
北
朝
、
唐
代
の
絵
画
は
、
か
つ
て
は
わ
ず
か
に
遺
さ
れ
た
模
本
類
か
ら
、
そ
の
展

開
や
栄
華
を
推
量
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
は
唐
代
を
中
心
と
す
る
墳
墓
壁
画
が
、
さ
ら
に
は
改
革
開
放
政
策
以
降
の
九
〇
年
代
か
ら
二

〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
唐
代
に
加
え
て
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
墳
墓
壁
画
も
続
々
と
発
見
、
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
質
、
量

の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
一
〇
世
紀
以
前
の
年
代
が
わ
か
る
絵
画
作
品
が
増
加
し
、
美
術
史
的
作
品
研
究
も
十
分
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
き

た
。
特
に
、
漢
代
や
唐
代
に
較
べ
る
と
絵
画
遺
品
が
少
な
か
っ
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
壁
画
が
、
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
多
数
出
土

し
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
南
北
朝
時
代
の
絵
画
の
状
況
が
、
あ
る
程
度
た
ど
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
⑵
。な

か
で
も
、
中
国
山
西
省
太
原
市
の
梨
園
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
発
見
さ
れ
た
徐
顕
秀
⑶
墓
壁
画
は
、
近
年
相
次
い
で
発
見
さ
れ

て
い
る
北
斉
王
朝
（
五
五
〇
│
五
七
七
）
の
墳
墓
壁
画
の
な
か
で
は
、
壁
面
の
優
良
な
残
存
状
況
や
そ
の
絵
画
的
品
質
の
高
さ
か
ら
、
同

じ
太
原
市
の
婁
叡
墓
壁
画
と
な
ら
ぶ
、
北
斉
絵
画
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
⑷
。
婁
叡
墓
に
関
し
て
は
、
二
〇

〇
六
年
に
大
部
の
報
告
書
が
出
版
さ
れ
た
が
⑸
、
徐
顕
秀
墓
に
つ
い
て
は
発
掘
簡
報
と
簡
便
な
図
録
が
出
さ
れ
た
だ
け
で
⑹
、
報
告
書
は

ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
基
礎
資
料
が
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
で
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
研
究
は
ま
だ
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
の
状
態
で
あ
る
。
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漢
代
の
絵
画
は
、
武
氏
祠
石
刻
画
（
図
１
）
や
画
像
石
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
モ
チ
ー
フ
を
並
列
に
配
置
し
、
奥
行
き
を

表
す
場
合
は
や
や
俯
瞰
的
構
成
で
画
面
上
に
遠
い
も
の
、
下
に
近
い
も
の
を
配
す
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
必
ず
し
も
上
遠
下
近
の
遠
近

法
に
従
う
わ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
自
由
に
モ
チ
ー
フ
を
画
面
内
に
配
置
す
る
説
明
的
構
成
で
あ
る
⑺
。
と
こ
ろ
が
唐
代
に
な
る
と
「
山

水
の
変
」
に
よ
っ
て
、
地
平
線
に
向
か
っ
て
す
べ
て
の
モ
チ
ー
フ
が
収
斂
し
て
い
く
統
一
的
な
遠
近
法
が
確
立
し
、
敦
煌
莫
高
窟
一
七
二

窟
東
壁
変
相
図
の
背
景
（
図
２
）
や
、
正
倉
院
の
楓
蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵
琶
撥
面
画
の
《
騎
象
鼓
楽
図
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
広
大
か
つ

深
い
奥
行
き
表
現
が
完
成
さ
れ
る
⑻
。
こ
の
劇
的
な
変
化
は
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
す
で
に
胚
胎
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時

代
の
山
水
画
も
し
く
は
山
水
表
現
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
旧
来
知
ら
れ
て
い
る
遺
品
か
ら
そ
の
展
開
を
推
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

い
。
と
こ
ろ
が
、
徐
顕
秀
墓
壁
画
に
見
ら
れ
る
群
像
表
現
、
お
よ
び
門
上
に
描
か
れ
た
畏
獣
の
飛
来
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

画
面
内
に
奥
行
き
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
看
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
徐
顕
秀
墓
壁
画
は
、
唐
代

に
成
立
し
た
深
い
奥
行
き
表
現
を
形
成
す
る
画
面
構
成
法
の
先
駆
的
・
始
発
的
表
現
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
定
が
成
り
立

つ
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
徐
顕
秀
墓
壁
画
の
概
要
と
徐
顕
秀
の
略
歴
を
、
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
紹
介

し
、
壁
画
に
見
ら
れ
る
人
物
表
現
の
特
徴
、
特
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
群
像
表
現
の
特
色
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に

本
壁
画
に
特
徴
的
な
、
畏
獣
の
飛
来
表
現
が
、
透
視
図
法
的
遠
近
法
の
初
発
的
表
現
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
こ
か
ら
本
壁
画
の
奥

行
き
表
現
の
特
色
を
検
討
し
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
劇
的
に
進
化
し
た
奥
行
き
表
現
が
、
こ
の
徐
顕
秀
墓
壁
画
に
お
い
て
す
で
に
胚

胎
し
て
い
る
こ
と
を
、
群
像
表
現
や
畏
獣
の
飛
来
表
現
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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図 1 武梁祠石室画像石拓本

図 3 徐顕秀墓 封土外観
山西省太原市

図 2 敦煌莫高窟 172窟 東壁北側 盛唐

図 4 徐顕秀墓墓道東壁 部分
北斉 571年

北
斉
徐
顕
秀
墓
壁
画
の
造
形
的
特
徴

― ４ ―



一
、
徐
顕
秀
墓
壁
画
の
概
要

徐
顕
秀
墓
は
、
山
西
省
太
原
市
迎
沢
区
郝
荘
郷
王
家
峰
村
の
東
の
梨
園
内
に
あ
り
、
地
元
で
は
「
王
墓
坡
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
太
原

市
内
中
心
部
よ
り
や
や
東
に
は
ず
れ
た
場
所
で
、
太
原
の
東
山
西
麓
の
前
坡
地
帯
に
相
当
し
、
海
抜
は
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
太
原
市
西
南

の
晋
陽
（
北
斉
王
朝
の
副
都
に
相
当
）
古
城
遺
跡
か
ら
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
⑼
。
盗
掘
の
被
害
に
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
〇

〇
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
か
け
て
、
山
西
省
考
古
研
究
所
と
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
が
主
体
と
な
り
、
緊
急
に
保
護
・

発
掘
さ
れ
た
。

墳
墓
の
構
造
は
、
封
土
、
墓
道
、
過
道
、
天
井
、
甬
道
、
墓
室
の
各
部
分
で
構
成
さ
れ
、
封
土
の
残
存
高
五
・
二
メ
ー
ト
ル
（
図
３
）、

底
部
長
一
三
・
六
メ
ー
ト
ル
×
幅
七
メ
ー
ト
ル
、
墓
道
長
は
一
五
・
二
メ
ー
ト
ル
で
南
面
す
る
。
墓
室
は
、
穹
隆
天
上
の
磚
築
単
室
構
造

で
、
外
に
凸
型
の
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
東
西
六
・
六
五
×
南
北
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
四
壁
の
高
さ
は
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
墓
室
天
井
高

が
八
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
総
じ
て
、
こ
の
時
代
の
墳
墓
と
し
て
は
通
有
の
規
模
で
あ
り
、
王
族
大
臣
ク
ラ
ス
に
相
当
す
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

五
回
ほ
ど
盗
掘
を
受
け
て
い
る
が
、
副
葬
品
は
、
木
棺
片
、
棺
床
以
外
に
五
五
〇
余
件
あ
り
、

陶
俑
、
磁
器
、
陶
器
、
金
戒
指
⑽
、

銀
指
環
、
瓦
当
、
柱
礎
石
、
墓
誌
（
蓋
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
⑾
。
墓
道
、
過
道
、
甬
道
、
墓
室
の
全
面
に
わ
た
っ
て
、
一
│
二
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
の
厚
さ
で
石
灰
水
を
塗
り
、
壁
画
を
描
い
て
い
る
。

壁
画
の
主
題
は
、
墓
道
で
は
儀
仗
隊
列
人
物
（
図
４
）、
甬
道
に
は
儀
衛
、
墓
門
に
は
龍
首
・
朱
鳥
（
図
５
）、
門
扉
に
青
龍
・
白
虎
、

― ５ ―

北
斉
徐
顕
秀
墓
壁
画
の
造
形
的
特
徴



図 5 徐顕秀墓 墓門 門額 北斉

図 7 徐顕秀墓 墓室北壁 墓主宴飲図

図 6 徐顕秀墓 墓門描き起こし
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図 8 徐顕秀墓 墓室東壁 牛車

図 9 徐顕秀墓 墓室南壁 儀衛・畏獣

― ７ ―
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門
額
か
ら
門
柱
に
か
け
て
摩
尼
宝
珠
が
、
門
外
左
右
に
は
衛
兵
が
、
門
上
に
は
畏
獣
が
二
体
、
描
か
れ
る
（
図
６
）。
墓
室
北
壁
に
は
、

帷
幄
の
中
に
坐
す
墓
主
夫
婦
像
、
左
右
に
侍
女
や
楽
伎
が
描
か
れ
（
図
７
）、
宴
席
の
様
で
あ
る
。
西
壁
に
は
墓
主
の
た
め
の
馬
、
東
壁

に
は
夫
人
の
た
め
の
牛
車
が
、
そ
れ
ぞ
れ
侍
女
、
家
臣
を
と
も
な
っ
て
描
か
れ
る
（
図
８
）。
南
壁
は
東
側
の
剥
落
が
激
し
い
が
、
墓
室

入
り
口
の
両
側
に
儀
衛
、
上
部
に
は
畏
獣
が
二
体
、
描
か
れ
て
い
る
（
図
９
）。

こ
う
し
た
墓
室
の
構
造
・
規
模
、
壁
画
の
主
題
・
配
置
等
は
、
北
斉
壁
画
墓
の
通
例
に
従
う
も
の
で
あ
る
が
⑿
、
壁
画
の
残
存
量
と
保

存
状
態
の
よ
さ
で
は
、
群
を
抜
く
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
墳
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
徐
顕
秀
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
徐
顕
秀
に
つ
い
て

徐
顕
秀
の
名
前
は
、
正
史
で
あ
る
『
北
斉
書
』
巻
八
に
見
ら
れ
る
が
、
官
職
の
零
細
な
記
事
の
み
で
あ
り
⒀
、
出
土
し
た
墓
誌
が
伝
記

の
根
本
資
料
と
な
る
。
以
下
、
墓
誌
銘
に
も
と
づ
い
て
略
記
す
る
。

本
名
は
徐
穎
、
字
は
顕
秀
、
忠
義
（
蔚
州
、
山
西
省
平
遙
県
）⒁
の
出
身
で
あ
り
、
北
魏
景
明
三
年
（
五
〇
二
）
生
ま
れ
、
北
斉
武
平

二
年
（
五
七
一
）
に
没
し
て
い
る
。
祖
父
の
徐
安
は
北
魏
の
懐
戎
鎮
将
で
あ
り
、
鮮
卑
系
の
六
鎮
兵
士
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
⒂
。
北

魏
末
の
有
力
武
将
、
爾
朱
栄
の
軍
に
参
加
し
、
東
魏
成
立
（
五
三
四
）
後
は
高
歓
の
下
で
撫
軍
将
軍
、
直
閣
将
軍
等
の
将
軍
職
、
涼
州
刺

史
、
朔
州
刺
史
等
の
地
方
長
官
職
を
歴
任
し
た
。
文
宣
帝
が
即
位
し
北
斉
が
成
立
（
五
五
〇
）
し
て
以
降
も
、
驃
騎
大
将
軍
、
汾
州
刺
史

等
を
歴
任
し
た
。
そ
の
後
、
尉
遅
迥
率
い
る
北
周
軍
の
洛
陽
包
囲
に
あ
い
、
そ
こ
で
の
活
躍
に
よ
り
武
安
王
に
封
じ
ら
れ
、
徐
州
刺
史
、

大
行
台
尚
書
右
僕
射
に
除
せ
ら
れ
た
。
天
統
五
年
（
五
六
九
）
に
司
空
を
拝
し
太
尉
と
な
る
も
、
武
平
二
年
（
五
七
一
）、
病
を
得
て
晋
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陽
の
里
第
で
亡
く
な
っ
た
。
七
十
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。

武
平
元
年
（
五
七
〇
）
に
没
し
た
北
斉
外
戚
の
婁
叡
が
、
貴
顕
を
盾
に
し
た
不
行
跡
に
よ
る
左
遷
と
、
武
勲
に
よ
る
出
世
を
繰
り
返
し

た
波
乱
の
生
涯
⒃
と
は
異
な
り
、
徐
顕
秀
の
生
涯
は
、
ま
っ
と
う
な
北
斉
武
人
の
よ
う
で
あ
る
。
墓
道
か
ら
墓
室
に
至
る
儀
仗
兵
の
数
々

は
、
彼
の
生
涯
に
ふ
さ
わ
し
い
主
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。

三
、
人
物
表
現
の
特
徴

徐
顕
秀
墓
の
顔
貌
表
現
に
は
、
へ
の
字
型
の
濃
い
眉
毛
、
鼻
筋
の
長
い
比
較
的
立
派
な
鼻
、
鼻
の
幅
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
長
さ
し
か
な
い

小
ぶ
り
の
口
、
や
や
厚
め
の
唇
、
目
口
鼻
の
造
作
が
、
比
較
的
顔
の
中
心
部
に
集
ま
っ
て
い
て
額
や
ほ
お
が
広
く
、
全
体
と
し
て
や
や
童

顔
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
、
等
々
の
特
徴
が
あ
る
（
図
４
・
１０
）。
こ
れ
は
、
婁
叡
墓
と
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
が
、
共
通
す
る
中
に

も
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
婁
叡
墓
は
卵
型
、
あ
る
い
は
瓜
実
顔
の
健
康
的
な
、
血
色
の
良
い
少
年
の
よ
う
な
張
り
の
あ
る
顔
貌
表
現
で
あ

る
⒄
。
そ
れ
に
較
べ
る
と
徐
顕
秀
墓
は
、
顎
先
、
ほ
お
、
耳
元
ま
で
の
面
が
や
や
平
面
的
で
、
婁
叡
墓
よ
り
少
し
成
熟
し
た
男
性
の
顔
貌

表
現
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
湾
漳
墓
壁
画
⒅
、
山
西
省
朔
州
水
泉
梁
壁
画
墓
⒆
と
い
う
、
同
じ
北
斉
の
壁
画
墓
で
も
さ
ら
に
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
北
周
田
弘
墓
⒇
、
敦
煌
莫
高
窟
の
北
周
四
二
八
窟
の
供
養
人
、
甘
肅
地
方
で
最
近
発
見
さ
れ
た
高
台
県
地
埂
坡
四
号
墓
の
壁

画
�
に
見
ら
れ
る
、
直
線
的
な
で
切
れ
長
の
精
悍
な
ま
な
ざ
し
と
眉
毛
、
眼
窩
か
ら
眼
の
凹
み
、
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
の
輪
郭
線
は
、
陝

西
か
ら
甘
粛
に
か
け
て
の
共
通
の
感
覚
が
あ
り
、
さ
ら
に
別
の
画
風
の
展
開
を
想
定
さ
せ
る
。

― ９ ―
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し
か
し
結
局
、
初
唐
画
壇
に
直
接
つ
な
が
る
の
は
、
婁
叡
墓
や
徐
顕
秀
墓
の
様
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
歴
代
名
画
記
』
に
お
い

て
、
初
唐
の
閻
立
本
は
、
北
斉
の
楊
子
華
を
師
法
し
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
�
、
そ
の
画
風
を
よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
有
名
な
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
所
蔵
の
《
帝
王
図
巻
》
は
、
そ
の
顔
貌
表
現
を
見
て
み
る
と
、
徐
頴
墓
や
婁
叡
墓
の
人
物
画
風
と
共
通
す
る
要
素
が
多
い
。
つ

り
上
が
り
気
味
の
へ
の
字
眉
毛
、
鼻
の
幅
で
お
さ
ま
る
小
さ
め
の
口
の
比
率
、
八
の
字
形
の
髭
の
造
形
、
繊
細
な
髭
の
毛
描
き
、
微
妙
な

表
情
な
ど
は
、
唐
代
の
洗
練
さ
れ
た
感
覚
の
先
触
れ
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
顔
貌
表
現
に
お
い
て
、
北
斉
画
壇
は

初
唐
期
の
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
�
。

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
が
、
壁
画
の
群
像
表
現
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
武
氏
祠
石
刻
に
見
ら
れ
る
画
面
構
成
は
、
横
に
細

長
く
切
っ
た
画
面
に
、
説
話
の
場
面
を
並
列
的
に
並
べ
て
い
る
（
図
１
）。
画
面
よ
り
奥
に
あ
る
モ
チ
ー
フ
は
、
画
面
中
程
か
上
方
に
小

さ
め
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
並
列
的
表
現
は
南
北
朝
時
代
ま
で
続
い
て
お
り
、
東
魏
の
茹
茹
公
主
墓
�
や
北
周
の
李
賢
墓
の
壁

画
�
で
は
、
正
面
向
き
人
物
像
が
並
列
に
並
べ
ら
れ
、
重
な
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
が
、
婁
叡
墓
、
徐
顕
秀
墓
ぐ
ら
い
か
ら
二
、
三
列
の

群
像
表
現
が
現
れ
（
図
４
・
７
・
１０
）、
唐
代
墳
墓
壁
画
ま
で
類
似
の
表
現
が
続
い
て
い
く
（
図
１１
）。
同
様
な
表
現
は
、
伝
顧
愷
之
《
洛

神
賦
図
巻
》（
北
京
故
宮
博
物
院
等
）
に
も
見
ら
れ
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
群
像
表
現
は
、
横
一
列
に
並
ん
だ
人
物
を
二
列
、
三
列
と
重
ね
る
素
朴
な
構
成
で
あ
る
が
、
人
物
の
重
な
り
に
よ
っ
て
、
一

定
の
奥
行
き
感
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
漢
代
に
は
な
か
っ
た
奥
行
き
表
現
の
変
化
と
言
え
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
大
英
博

物
館
本
《
女
史
箴
図
巻
》「
小
星
」
の
場
面
で
、
や
や
複
雑
な
奥
行
き
表
現
が
見
ら
れ
る
（
図
１２
）。
親
子
孫
と
三
代
に
わ
た
っ
て
子
孫
繁

栄
す
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
が
、
三
角
形
構
図
の
頂
点
に
両
親
と
そ
の
世
話
を
す
る
侍
女
、
向
か
っ
て
右
下
に
子
供
夫
婦
、
左
下
に
孫
三

人
と
侍
女
二
人
を
描
く
。
三
角
形
の
頂
点
に
い
る
人
物
群
が
、
正
座
も
し
く
は
胡
座
し
て
い
る
の
で
三
角
形
に
な
り
、
三
角
形
を
み
っ
つ
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図 10 徐顕秀墓 墓室西壁 備馬・儀仗

図 11 李賢墓 墓道東壁
使節 706年 西安

図 12 女史箴図巻 小星 大英博物館蔵
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重
ね
た
二
重
三
角
形
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
奥
の
両
親
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
老
齢
で
小
さ
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
は

な
く
、
明
ら
か
に
奥
に
離
れ
て
い
る
の
で
、
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
三
角
形
構
図
の
遠
近
法
が
あ
り
、
あ
る
程
度

の
奥
行
き
表
現
が
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
三
角
形
構
図
は
、
唐
代
の
李
賢
墓
壁
画
に
も
見
ら
れ
る
（
図
１１
）。
各
国
の
使
者
を
背

に
し
て
、
円
陣
を
組
む
よ
う
に
立
ち
話
を
し
て
い
る
三
人
の
高
級
官
僚
の
姿
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
真
後
ろ
を
向

い
た
ポ
ー
ズ
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
三
人
の
配
列
に
は
浅
い
な
が
ら
も
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
三
角
形
構
図
は
、
徐
顕
秀
墓
に
は
指
摘
し
に
く
い
が
、
群
像
の
中
で
視
線
を
交
わ
す
グ
ル
ー
プ
を
い
く
つ

か
構
成
す
る
こ
と
で
、
人
物
群
の
自
然
な
ま
と
ま
り
、
浅
い
奥
行
き
感
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
物
群
像
の
奥
行
き

表
現
の
歴
史
に
お
い
て
は
、《
女
史
箴
図
巻
》
の
よ
う
な
作
為
的
画
面
構
成
か
ら
李
賢
墓
壁
画
の
よ
う
な
自
然
な
奥
行
き
表
現
に
至
る
、

そ
の
中
間
地
点
に
徐
顕
秀
墓
や
婁
叡
墓
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
畏
獣
の
飛
来

ほ
か
に
は
な
い
徐
顕
秀
墓
壁
画
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
畏
獣
の
特
殊
な
表
現
が
あ
る
。
北
斉
の
墳
墓
壁
画
や
敦
煌
莫
高
窟
の
西
魏
や
北

周
窟
に
、
類
似
す
る
神
獣
（
図
１３
・
１４
・
１５
）
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
は
、
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
�
。
こ
れ
ら
の
神
獣
は
、

長
廣
論
文
に
お
い
て
畏
獣
と
呼
称
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
認
知
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
論
で
も
便
宜
的
に
畏
獣
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。

こ
れ
ら
畏
獣
は
、
獅
子
の
よ
う
な
頭
部
、
手
は
三
本
指
、
足
は
二
本
指
、
上
半
身
裸
で
短
い
ぴ
っ
た
り
と
し
た
袴
状
の
も
の
を
履
き
、

北
斉
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肩
口
か
ら
背
中
に
長
い
毛
状
の
羽
毛
も
し
く
は
翼
に
類
す
る
も
の
を
生
や
し
、
足
下
ふ
く
ら
は
ぎ
か
ら
山
鳥
の
尾
羽
の
よ
う
な
羽
毛
状
の

も
の
が
あ
る
。
通
常
斜
め
横
向
き
に
描
か
れ
、
手
を
振
り
上
げ
足
を
大
き
く
開
く
疾
駆
す
る
姿
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
そ
の
名
称
と
し
て
、
烏
獲
あ
る
い
は
方
相
氏
と
も
呼
ば
れ
る
が
�
、
報
告
書
等
に
よ
り
呼
称
は
一
定
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
徐
顕
秀
墓
に
お
い
て
は
、
墓
門
の
入
り
口
上
部
（
図
６
）、
お
よ
び
墓
室
内
上
部
（
図
９
）
に
も
描
か
れ
る
畏
獣
は
、
頭

よ
り
も
足
が
上
に
あ
が
り
、
天
上
の
一
点
よ
り
放
射
状
に
飛
来
す
る
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
（
図
１６
）。
こ
の
表
現
は
、
上
半
身
よ
り
も
下

半
身
が
小
さ
く
短
縮
し
て
描
か
れ
、
明
ら
か
に
近
く
の
も
の
を
大
き
く
遠
く
の
も
の
を
小
さ
く
描
く
遠
近
法
を
意
識
し
て
い
る
。
し
か
も

下
方
の
肩
よ
り
も
上
方
の
足
の
方
が
小
さ
く
、
透
視
図
法
的
な
短
縮
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
画
面
の
奥
に
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
小
さ
く

描
く
、
透
視
図
法
的
な
奥
行
き
表
現
の
萌
芽
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
《
女
史
箴
図
巻
》（
図
１２
）
に
見
ら
れ
た
、
三
角
形
構
図
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
遠
近
短
縮
を
と
も
な
う
飛
来
表
現
は
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な

い
。し

か
し
な
が
ら
、
様
々
な
畏
獣
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
調
べ
て
い
く
と
興
味
深
い
事
例
が
見
つ
か
る
。
南
京
市
郊
外
や
丹
陽
市
近
辺
に

散
在
す
る
、
南
朝
陵
墓
石
造
遺
品
�
に
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
畏
獣
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
神
道
碑
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
石
柱
の

台
座
周
囲
の
浮
き
彫
り
に
は
、
頻
繁
に
現
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
斜
め
横
向
き
の
疾
駆
ま
た
は
蹲
踞
の
よ
う
な
表
現
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
の
石
柱
に
は
、
通
例
の
畏
獣
と
は
異
な
る
ポ
ー
ズ
の
浮
き
彫
り
が
あ
る
。
句
容
市
石
獅
子
村
に
あ
る
、
梁
南

康
簡
王
蕭
績
墓
の
東
西
二
本
あ
る
石
柱
（
図
１７
）
の
、
碑
額
下
の
畏
獣
浮
き
彫
り
が
そ
れ
で
あ
る
（
図
１８
・
１９
）。
畏
獣
の
顔
面
を
真
正

面
向
き
に
表
現
し
、
顔
の
両
側
に
は
大
き
く
広
げ
た
両
手
が
表
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
と
両
手
だ
け
の
表
現
で
あ
る
が
、
徐
顕
秀
墓
の
畏
獣

を
見
た
あ
と
で
は
、
こ
の
浮
き
彫
り
も
、
一
種
の
飛
来
す
る
姿
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

― １３ ―
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図 13 婁叡墓 墓道東壁 畏獣 描き起こし

図 15 湾漳北斉墓 墓道東壁 畏獣 描き起こし 河北省磁県

図 14 婁叡墓 墓道東壁
畏獣 部分 570年
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図 16 徐顕秀墓 墓室南壁上部 畏獣

図 17 梁南康簡王蕭績墓 石柱
江蘇省句容市石獅村

図 19 蕭績墓 西石柱 碑額 畏獣
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図 18 蕭績墓 東石柱 碑額 畏獣

図 20 婁叡墓 墓門 門額 北斉 570年 山西省太原市（山西博物院蔵）
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こ
の
蕭
績
墓
石
柱
浮
き
彫
り
の
畏
獣
に
気
づ
く
と
、
さ
ら
に
類
似
の
表
現
に
思
い
あ
た
る
。
徐
顕
秀
墓
墓
門
上
に
は
、
婁
叡
墓
の
華
や

か
な
金
箔
貼
り
の
龍
首
（
図
２０
）
に
よ
く
似
た
龍
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
婁
叡
墓
の
方
は
首
だ
け
な
の
に
対
し
、
徐
顕
秀
墓
の
龍
首

（
図
５
）
に
は
両
手
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
手
の
表
現
も
、
蕭
績
墓
石
柱
浮
き
彫
り
と
同
様
、
飛
来
表
現
の
萌
芽
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
墓
門
上
の
龍
首
は
、
畏
獣
で
は
な
い
け
れ
ど
も
蕭
績
墓
石
柱
浮
き
彫
り
と
同
じ
く
、
飛
来
し
て
き
た
姿
を
表
現
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
る
と
、
徐
顕
秀
墓
墓
室
入
り
口
上
部
の
畏
獣
の
飛
来
表
現
に
な
る
、
と
い
う
解
釈
が
可
能
で

あ
ろ
う
。

徐
顕
秀
墓
の
畏
獣
の
飛
来
表
現
は
、
人
物
の
群
像
表
現
と
同
様
に
、
奥
行
き
表
現
を
よ
り
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
志
の
反
映
で
あ

り
、
漢
代
の
素
朴
な
上
遠
下
近
の
遠
近
法
と
、
地
平
線
へ
と
す
べ
て
の
景
物
が
収
斂
し
て
い
く
唐
代
の
広
大
な
奥
行
き
表
現
を
つ
な
ぐ
、

中
継
地
点
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
徐
顕
秀
墓
壁
画
の
概
要
と
徐
顕
秀
の
略
歴
を
紹
介
し
、
壁
画
に
見
ら
れ
る
人
物
表
現
の
特
徴
、
特
に
群
像
表
現
の
特
徴
を
考
察

し
た
結
果
、
二
重
・
三
重
に
並
列
し
た
人
物
群
が
、
単
な
る
並
列
を
越
え
て
、
視
線
を
交
わ
す
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
化
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
本
壁
画
に
特
徴
的
な
、
畏
獣
の
飛
来
表
現
が
、
透
視
図
法
的
遠
近
法
の
初
発
的
表
現
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し

た
。
そ
う
し
た
本
壁
画
の
特
色
か
ら
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
劇
的
に
進
化
し
た
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
の
一
端
が
、
こ
の
徐
顕
秀

墓
壁
画
に
お
い
て
す
で
に
胚
胎
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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北
斉
期
の
墳
墓
壁
画
に
見
ら
れ
る
人
物
の
顔
貌
表
現
等
の
様
式
は
、
非
常
に
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
単
純
で
は
な
く
、
そ

の
整
理
・
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
モ
チ
ー
フ
の
立
体
感
や
緻
密
な
描
写
が
格
段
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
画
面
の
構
成
法

や
モ
チ
ー
フ
の
と
ら
え
方
そ
の
も
の
も
、
前
代
よ
り
大
き
く
転
換
し
て
い
る
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
と
ら
え

方
、
構
成
法
の
研
究
は
、
単
な
る
中
国
美
術
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
の
視
覚
表
象
の
変
化
、
世
界
観
の
変
化
の
研
究
と
も
か
か
わ

り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注⑴
『
弇
州
四
部
稿
』
巻
一
五
五
、
芸
苑
巵
言

附
録
四
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）

画
力
可
五
百
年
、
至
八
百
年
而
神
去
、
千
年
絶
矣
。
書
力
可
八
百
年
、
至
千
年
而
神
去
千
二
百
年
絶
矣
。

⑵

こ
の
間
の
出
土
壁
画
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
曽
布
川
・
岡
田

二
〇
〇
〇
、
一
〇
六
頁
お
よ
び
一
一
一
頁
本
文
、
四
六
八
頁
別
表
「
魏
・
晋
・
南

北
朝
の
墓
葬
と
図
像
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑶

後
述
の
よ
う
に
、
本
名
は
徐
穎
、
顕
秀
は
字
で
あ
る
が
、
正
史
・
報
告
書
等
で
徐
顕
秀
の
名
称
が
通
行
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
徐
顕
秀
と
い

う
呼
称
で
統
一
す
る
。

⑷

婁
叡
墓
壁
画
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
号
『
文
物
』
に
お
い
て
発
掘
簡
報
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
一
九
八
八
年
七
月
に
『
国
華
』
一
一
一

五
号
に
お
い
て
そ
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
注
目
度
の
高
さ
が
わ
か
る
。
徐
顕
秀
墓
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
九
日
に
九
州
国
立

博
物
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
研
究
会
で
、
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
の
李
非
所
長
が
報
告
・
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
構
図
や

持
ち
物
等
の
関
連
で
注
目
さ
れ
た
。

http
://w

w
w
.asahi.com

/culture/new
s_culture/O

SK
200802190064.htm

l
（
二
〇
一
六
年
一
月
一
三
日
現
在
）

⑸

山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
六
。

⑹

山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
三
、
お
よ
び
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
五
。

⑺

Soper
1941,p.141

お
よ
びC

roissant1965,p.156

に
述
べ
ら
れ
る
、「
底
線
」
と
「
散
布
法
」
に
相
当
す
る
。
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⑻

米
澤

一
九
六
二
、
八
五
│
一
〇
七
頁
。
ま
た
、
唐
宋
間
の
山
水
画
に
お
け
る
遠
近
表
現
に
つ
い
て
は
、
小
川

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
九
等
の
研

究
が
あ
る
。

⑼

徐
顕
秀
墓
と
晋
陽
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
渠
伝
福

二
〇
〇
三
参
照
。

⑽

出
土
し
た
金
戒
指
（
金
の
指
輪
）
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
は
、
張
慶
捷
・
常
一
民

二
〇
〇
三
、
お
よ
び
岩
本

二
〇
〇

五
・
二
〇
〇
六
を
参
照
。
さ
ら
に
壁
画
の
西
方
的
要
素
も
あ
わ
せ
て
、
栄
新
江

二
〇
〇
三
、
羅
世
平

二
〇
〇
四
、
郎
保
利
・
渠
伝
福

二
〇

〇
四
、
曽
布
川
・
吉
田

二
〇
一
一
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
西
方
と
の
関
わ
り
は
北
斉
墳
墓
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

⑾

以
上
の
デ
ー
タ
は
、
山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
三
に
基
づ
く
。

⑿

蘇
哲

二
〇
〇
七
、
一
四
四
│
一
四
六
頁
、
お
よ
び
鄭
岩

二
〇
〇
二
、
一
〇
六
│
一
三
〇
頁
参
照
。

⒀
『
北
斉
書
』
巻
八
、
後
主
本
紀
天
統
四
年
三
月
「
開
府
儀
同
三
司
徐
顯
秀
、
爲
司
空
」

同

五
年
三
月
、「
以
司
空
徐
顯
秀
、
爲
太
尉
」
の
二
カ
所
の
み
で
あ
る
。

⒁
『
魏
書
』
巻
一
〇
六
、
地
形
志
上
「
蔚
州
」「
忠
義
郡
、
永
安
中
（
五
二
八
│
五
三
〇
）
置
、
領
縣
二
」

⒂

岩
本

二
〇
〇
五
、
一
三
六
│
一
五
二
頁
、
お
よ
び
岩
本

二
〇
〇
六
、
一
六
│
二
七
頁
。

⒃

拙
稿
、
河
野

一
九
九
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。
壁
画
の
出
土
状
況
等
は
、
山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会

一
九
八
三
参
照
。

⒄

同
、
河
野

一
九
九
三
、
三
章
「
人
物
画
風
の
特
色
」
参
照
。

⒅

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
研
究
所

二
〇
〇
三
、
一
八
七
│
一
八
九
。

⒆

山
西
省
考
古
研
究
所
・
山
西
博
物
院
他

二
〇
一
〇
。

⒇

原
州
聯
合
考
古
隊

二
〇
〇
九
。

�

鄭
怡
楠

二
〇
一
〇
、
お
よ
び
徐
光
冀

二
〇
一
二
参
照
。

�

張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
、
叙
師
資
伝
授
南
北
時
代
「
二
閻
（
閻
立
本
・
閻
立
徳
）
師
於
鄭
（
法
士
）
張
（
僧
繇
）
楊
（
子
華
）
展
（
子

虔
）」
括
弧
内
は
筆
者
補
。

�

河
野

一
九
九
三
。

�

磁
県
文
化
館

一
九
八
四
。

�

寧
夏
回
族
自
治
区
博
物
館
他

一
九
八
五
。
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�

長
廣

一
九
六
九
、
一
〇
五
│
一
四
一
頁
、
お
よ
び
田
林

二
〇
一
〇
等
。

�

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
研
究
所

二
〇
〇
三
（
一
六
二
頁
）
で
は
、「
Ⅱ
類
神
獣
」
と
し
て
名
称
を
同
定
せ
ず
、
山
西
省

考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
六
（
七
四
頁
）
で
は
「
方
相
氏
」
と
す
る
。

�

こ
れ
ら
の
石
像
物
に
つ
い
て
は
、
曽
布
川

一
九
九
一
、
呂
佐
兵

二
〇
一
〇
の
編
年
、
同
定
を
参
考
に
し
た
。

参
考
文
献
一
覧

【
日
本
語
文
献
】

・
岩
本
篤
志
「
徐
顕
秀
墓
出
土
貴
石
印
章
と
北
斉
政
権
」『
史
滴
』
第
二
七
号
、
一
三
六
│
一
五
二
頁
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月

・
岩
本
篤
志
「
中
国
・
隋
唐
期
の
貴
石
印
章
と
ソ
グ
ド
人
」『
新
潟
大
学
・
極
東
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
号
、
一
六
│
二
七
頁
、
二
〇
〇
六
年

・
小
川
裕
充
「
中
国
山
水
画
の
透
視
遠
近
法
│
郭
熙
の
そ
れ
を
中
心
に
」『
美
術
史
論
叢
』
一
九
、
二
〇
〇
三
年

・
小
川
裕
充
「
五
代
・
北
宋
絵
画
の
透
視
遠
近
法
│
伝
統
中
国
絵
画
の
規
範
」『
美
術
史
論
叢
』
二
五
、
二
〇
〇
九
年

・
河
野
道
房
「
北
斉
婁
叡
墓
壁
画
考
」
礪
波
護
編
『
中
国
中
世
の
文
物
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年

・
蘇
哲
『
魏
晋
南
北
朝
壁
画
墓
の
世
界
』
白
帝
社
、
二
〇
〇
七
年

・
曽
布
川
寛
「
南
朝
帝
陵
の
石
獣
と
磚
画
」『
東
方
学
報
』
京
都
第
六
三
冊
、
一
九
九
一
年
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
同
著
『
中
国
美
術
の
図

像
と
様
式
』（
二
〇
〇
六
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
収
載
。

・
曽
布
川
寛
・
岡
田
健
編
『
世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編
３

三
国
・
南
北
朝
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年

・
曽
布
川
寛
・
吉
田
豊
『
ソ
グ
ド
人
の
美
術
と
言
語
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
一
年

・
田
林
啓
「
畏
獣
像
小
考
│
六
世
紀
前
半
作
例
の
性
質
と
機
能
を
中
心
に
」『
美
術
史
論
集
』
一
〇
号
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
二

月
・
百
橋
明
穂
・
中
野
徹
編
『
世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編
４

隋
・
唐
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年

・
長
廣
敏
雄
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
美
術
出
版
社
、
一
九
六
九
年

・
米
澤
嘉
圃
「「
山
水
の
変
」
と
騎
象
鼓
楽
図
の
画
風
」『
中
国
山
水
画
研
究

山
水
画
論
』
平
凡
社
、
一
九
六
二
年

・C
roissant,D

oris

「
武
氏
画
像
の
コ
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」（
長
廣
敏
雄
『
漢
代
画
像
の
研
究
』
所
収
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
五
年
）
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【
中
国
語
文
献
】

・
栄
新
江
「
略
談
徐
顕
秀
墓
壁
画
的
菩
薩
聯
珠
紋
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
、
文
物
出
版
社
、
北
京

・
王
天

・
鄧
林
秀
・
陶
正
剛
「
婁
叡
墓
壁
画
略
説
」『
中
国
芸
術
』
創
刊
号
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年

・
渠
伝
福
「
徐
顕
秀
墓
与
北
斉
晋
陽
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
、
文
物
出
版
社
、
北
京

・
原
州
聯
合
考
古
隊
『
北
周
田
弘
墓
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

・
沙
武
田
「
莫
高
窟
第
三
二
二
窟
図
像
的
胡
風
因
素
」『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
一
年
三
号
、
一
五
五
期

・
山
西
省
考
古
研
究
所
・
山
西
博
物
院
他
「
山
西
朔
州
水
泉
梁
北
斉
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
一
〇
年
一
二
期

・
山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
市
北
斉
婁
叡
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
八
三
年
一
〇
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京

・
山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
「
太
原
北
斉
徐
顕
秀
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
、
文
物
出
版
社
、
北
京

・
山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
『
北
斉
東
安
王
婁
叡
墓
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
北
京

・
磁
県
文
化
館
「
河
北
磁
県
東
魏
茹
茹
公
主
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
八
四
年
四
期

・
徐
光
冀
主
編
『
中
国
出
土
壁
画
全
集
９

甘
粛
寧
夏
新
疆
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年

・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
『
北
斉
徐
顕
秀
墓
』
晋
陽
重
大
考
古
発
現
叢
書
、
文
物
出
版
社

二
〇
〇
五
年
九
月

・
中
国
画
像
石
全
集
編
集
委
員
会
『
中
国
画
像
石
全
集
１
』
山
東
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

・
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
研
究
所
『
磁
県
湾
漳
北
朝
壁
画
墓
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

・
中
国
美
術
全
集
編
集
委
員
会
敦
煌
研
究
院
『
中
国
美
術
全
集

絵
画
編
１５

敦
煌
壁
画

下
』

・
張
慶
捷
・
常
一
民
「
北
斉
徐
顕
秀
墓
出
土
的
嵌
藍
宝
石
金
戒
指
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
、
文
物
出
版
社
、
北
京

・
鄭
怡
楠
「
河
西
高
台
県
墓
葬
壁
画
娯
楽
図
研
究
│
河
西
高
台
県
地
埂
坡
Ｍ
４
墓
葬
壁
画
研
究
之
二
」『
敦
煌
学
輯
刊
』、
二
〇
一
〇
年
二
期

・
鄭
岩
『
魏
晋
南
北
朝
壁
画
墓
研
究
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

・
寧
夏
回
族
自
治
区
博
物
館
他
「
寧
夏
北
周
李
賢
夫
婦
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
八
五
年
一
一
期

・
羅
世
平
「
太
原
北
斉
徐
顕
秀
墓
壁
画
中
的
胡
化
因
素
」『
芸
術
史
研
究
』
五
、
中
山
大
学
出
版
社

二
〇
〇
四
年

・
呂
佐
兵
主
編
『
守
望
│
棲
霞
地
区
南
朝
石
刻
大
観
』、
方
志
出
版
社

南
京
、
二
〇
一
〇
年

上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
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・
郎
保
利
・
渠
伝
福
「
試
論
北
斉
徐
顕
秀
墓
的

教
文
化
因
素
」『
世
界
宗
教
研
究
』
二
〇
〇
四
年
三
号

【
英
語
文
献
】

・Soper,A
lexander

C
.Life

m
otion

and
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sense
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in
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C
hinese

representationalart,A
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図
版
出
典

図
１

中
国
画
像
石
全
集
編
集
委
員
会

二
〇
〇
〇
、
四
九

図
２

中
国
美
術
全
集
編
集
委
員
会
敦
煌
研
究
院

一
九
八
八
、
八
二

図
３

筆
者
撮
影

図
４

太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
五
、
四

図
５

同
、
九

図
６

山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
三
、
七
頁

図
７

同
、
二
一
頁

図
８

同
、
二
三
頁

図
９

太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
五
、
三
六

図
１０

同
、
三
一

図
１１

百
橋
明
穂
・
中
野
徹

一
九
九
七
、
口
絵
４

図
１２

筆
者
撮
影

図
１３

山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
六
、
図
六
一

図
１４

同
、
彩
版
七
四

図
１５

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
研
究
所

二
〇
〇
三
、
図
一
一
四

図
１６

太
原
市
文
物
考
古
研
究
所

二
〇
〇
五
、
三
七

図
１７

筆
者
撮
影

図
１８

筆
者
撮
影

北
斉
徐
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墓
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図
１９

筆
者
撮
影

図
２０

王
天

・
鄧
林
秀
・
陶
正
剛

一
九
八
五
、
四
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